
ため池とは降水量が少なく、流域の大きな河川に恵まれない地域などで、農業用水を確保す
るために水を貯え取水できるよう、人工的に造成された池のことです。ため池は全国に約15
万箇所存在し、西日本を中心に全国に分布しています。

谷 池

ため池は、その形態により「谷池（たにいけ）」と「皿池（さらいけ）」に区分され、
棚状に複数のため池が連なっているものは、「重ね池（又は親子池）」と呼ばれています。

皿池 重ね（親子）池

6 宮城県 5,175
全 国 152,151

平地の窪地の周囲に堤防を築い
て造られたため池

山間や丘陵地で谷をせき止めて
造られたため池

棚状に複数のため池が連なって
いるため池

1 兵庫県 22,047

ため池とは

北海道 1% 太平洋沿岸 17%
内陸部 8% 日本海沿岸 13%
瀬戸内 50% 九州沖縄 11%

箇所数順分布

（防災課調べ令和４年12月）
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全国にあるため池の約 7 割が江戸時代以前又は、築造時期が明らかではない古い施設であり、堤体
土質、品質・性能が不明なため池が多く、各地域において試行錯誤を繰り返して得られた経験的な技
術をもとに造られてきたもので、経年による堤体の強度低下等の老朽化、洪水吐が整備されていないな
ど防災上の懸念があります。
そのため、ため池の構造を把握し、ため池の状況に応じた点検や補修等の維持管理、改修が重要と

なってきます。

ため池の歴史

昔の工事の様子 工事に使われた道具 昭和以降 約10%

江戸以前及び

不明 約70%

明治・大正

約20%

□ため池の築造年代

（防災課調べ平成28年３月時点）

転圧は杵や人の足で踏み
固めて盛土したと言われ
ている。
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ため池の構造
ため池は、水を溜める堤体と豪雨時に洪水を安全に流下させるための洪水吐、
そして灌漑用水を取り入れるための斜樋や底樋といった取水施設等で構成され
ています。

ため池の構造図
（出典：農林水産省「ため池管理マニュアル」P3）
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堤体（堤防）について
近代のため池の堤体（堤防）は、細粒分の多い土や粘土分の多い土をタイヤローラー等の
機械によって締め固めた土木構造物です。上流側（貯水池側）の堤体には「コア（刃金”はがね”土）」
と呼ばれる特に水を通しにくい土質の土が使われており、貯留している水を遮水します。また、上流側
の堤体法面には貯留水の波による浸食を防ぐため、張ブロックを設置する場合もあります。

老朽化や地震等によって堤体の強度が低下していると、漏水の原因のひとつとなります。豪雨時に貯
水位が急激に上昇すると堤体内の水圧も上昇し、水が逃げ場を得ようと上流部から下流部（漏水等があ
る強度が低下した箇所など）にかけてパイピングホールと呼ばれる貫通した穴を発生させることがあり、
この開口した穴からため池の決壊（浸透破壊）に至る場合があります。

堤体断面図
（出典：農林水産省「ため池管理マニュアル」P3）

堤頂

下流側上流側

前
 法

後
 法

遮水シート

良質土入替 堤体断面図(遮水シートの場合)
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洪水吐について
洪水吐は、豪雨時や台風の時に貯留させた水がため池の堤体を越えないように、流入した雨水を安全
に流下させるための施設です。土砂や流木、ゴミ等で洪水吐が閉塞されていると豪雨時に貯水位が急
激に上昇した際、水が堤体を越えてしまう「越流」が発生しま す。越流が発生すると越流水によっ
て下流部の堤体法面が浸食され、非常に危険な状態となり、ため池の決壊（越流破壊）に至る恐れが
あります。

洪水吐と水の流れ（貯水池側） 洪水吐（下流出口側）
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取水施設（斜樋・底樋）について
ため池の取水施設とは、斜樋や取水塔といった取水量を調節する取水部と底樋や取水トンネルといっ
た取水を用水路等に導水する導水部によって構成されています。

取水施設の構造例
（出典：農林水産省「ため池管理マニュアル」P4）
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斜 樋
斜樋は上流側の法面に設けられ、取水ゲートや栓が各段に設置され、水位に応じて水面付近の温かい
水を取水できる構造となっています。斜樋は大きな支持力を有する地盤を必要とせず、施工が容易で
あり、構造的にも安定で維持管理も容易な施設です。

斜樋（ゲートタイプ） 斜樋（ため池栓タイプ）
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底 樋
底樋は斜樋から取水した水を場外の用水路に導水する施設であるとともに、ため池を空にするための
排水施設としての役割も担っています。取水トンネルに比べ工事費が少ない反面、ため池の底部に敷
設されるため、堤体の土圧や地震等に不利がありますので、定期的な点検が重要となります。

底樋
（吐出し口側ヒューム管タイプ）

底樋
（吐出し口側ボックスタイプ）
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台風や豪雨などの大雨によるため池の被災例
被災形態 被災メカニズム

越流破壊

豪雨や洪水吐の閉塞により、貯水位が急激に上昇し、
堤体を越えて流れ出すと、下流法面を浸食することに
よって、破壊する場合がある。また、貯水位の上昇によ
り、堤体内の水圧も上昇し、強度が低下して破壊する
場合がある。

すべり破壊

貯留した水と降雨が堤体の中に浸透して、堤体内部の
水分量が増加し、堤体の法面部の強度が低下すること
によって、法面部ですべりが発生し破壊する場合があ
る。

浸透破壊

堤体内部が劣化して、水を遮る機能が低下すると、貯
水位が上昇した時に堤体の中の水圧も上昇して強度が
低下し、破壊する 場合がある。また堤体内に上流から
下流まで貫通した水みちが発生し破壊する場合がある

。

土石流による決壊

上流域の山林等の崩壊により発生した土石流等の流入
により堤体が破壊される場合がある。
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地震によるため池の被災例
被災の形態 被災のメカニズム

クラック

堤体の頂部などにクラック（亀裂）が発生する場合があ
る。堤体の上下流方向に生じるクラック（亀裂）は水み
ちとなることがあり、特に注意が必要である。

沈下

堤体の形状をほぼ保ち、クラック（亀裂）などを伴いな
がら堤体が沈下する場合がある。多くは軟らかい地盤
で発生している。

斜面崩壊

堤体法面の上部が沈下し、下部がはらんで変形が生じ
る場合がある。

斜面すべり

地震動により堤体の法面にすべりが発生する場合があ
る。

崩壊

堤体や地盤が大きく変化し、崩壊する場合がある。決
壊に至ることが多く、堤体や基礎地盤の液状化によるも
のと考えられる。
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